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３ 芸術祭・文化祭 

 (1) 宮崎県高等学校総合文化祭（令和５年度） 

   宮崎県内の高校生による学校及び地域社会における芸術文化活動の総合的な発表会を開催する機会を提共

することにより、創造的な人間育成を図るとともに、文化活動を通して生徒相互の交流を深め、高等学校に

おける芸術文化活動の普及振興を図る。 

      第 45 回となる今大会は、県内４市 1 町 16 会場で開催され、全 21 部門に約 3,700 名が参加した。 

部 門 会   場 開催期日 内  容 

総合開会式、オープニング 都城市総合文化ホールＭＪ 9 月 23 日(土) 式典･オープニング 

合唱､器楽・管弦楽､日本音楽 都城市総合文化ホールＭＪ 9月28日(木)～9月29日(金) 演奏発表・交流会 

吹奏楽、マーチングバンド・

バトントワリング 
都城市総合文化ホールＭＪ 

9月24日(日)～9月26日(火) 演奏発表・交流会 

 

国際・ボランティア
 

カルチャープラザのべおか 9月29日(金)～9月30日(土) 研究発表・交流会 

囲碁 都城ウエルネス交流プラザ 9月28日(木)～9月29日(金) 選手権大会 

美術 

書道 
宮崎県立美術館 9月23日(土)～9月27日(水) 作品展示 

写真 高千穂町武道館 9月24日(日)～9月27日(水) 作品展示・合評会 

（協賛）ダンス   宮崎市民文化ホール 9 月 24 日(日) 発表 

放送 宮崎市清武文化会館 9月29日(金)～9月30日(土) コンテスト･講習会 

演劇     野口遵記念館 9月27日(水)～9月30日(土) 発表 

百人一首     ひなた武道館 9月24日(日)～9月26日(火) 選手権大会 

将棋 都城泉ヶ丘高等学校 9月25日(月)～9月26日(火) 選手権大会 

自然科学 宮崎市民プラザ 9 月 29 日(金) 研究発表 

文芸 
宮崎キネマ館 

宮崎市中央公民館 
9月28日(木)～9月29日(金) 作品展示・交流会 

弁論 宮崎市民プラザ 9 月 27 日(水) 弁論大会(審査) 

郷土芸能 
日南市南郷ハートフルセン

ター 
9 月 29 日(金) 演技演奏・演舞 

新聞 小林高等学校 9月28日(木)～9月29日(金) 制作 

生徒会交流 都城農業高等学校 9 月 24 日(日) 交流会 

 

    (2) 全国高等学校総合文化祭（令和５年度） 

   各都道府県の高校生代表による芸術文化活動の発表を総合的に開催することにより、相互の交流を深め、

高校生の芸術文化活動の振興に資することを目的としている。（昭和 52 年から開催されており、また、宮崎

県では平成 22 年に開催している。） 

   第 47 回となる今大会は、鹿児島県で開催され、本県からは、22 校、278 名が参加した。 
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・期  日 令和５年７月 29 日（土）～８月４日（金） 

・開 催 地 鹿児島県 

・規定部門 19 部門 

      演劇、合唱、吹奏楽、器楽・管弦楽、日本音楽、吟詠剣詩舞、郷土芸能、 

      マーチングバンド・バトントワリング、美術・工芸、書道、写真、放送、 

      囲碁、将棋、弁論、小倉百人一首かるた、新聞、文芸、自然科学 

・協賛部門 ３部門 

      茶道、特別支援学校、軽音楽 

 

 

 (3) 全九州高等学校総合文化祭（令和５年度）  

   「九州はひとつ」の合言葉のもと、九州各県の高校生に芸術・文化の総合的な発表の場を提供することに

よって、芸術・文化活動への参加意欲を喚起し、創造的な人間形成を図る。また、芸術・文化活動を通じて

九州各県の高校生が部門を越えて交流することによって、感性を磨き、さらなる文化力の向上を図る（平成

29 年度から開催されている。）。 

   第７回となる今大会は、12 月と２月に大分県で開催。本県からの部門大会への参加者数は、25 校から個人

63 名、団体 22 団体、198 名の参加であった。 

 

・期   日  令和５年 12 月 ８日（金）～12 月 10 日（日） 

令和６年 ２月 24 日（土）～ ２月 25 日（日）※吹奏楽部門 

・開 催 地  大分県 

・部   門  ９部門 

              美術・工芸、書道、文芸、囲碁、弁論、放送、百人一首かるた、写真、吹奏楽 
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第２節 文化財 

 

 文化財については、県指定の史跡１件が指定され、県指定文化財は 226 件となった。また、銃砲刀剣類登録審査
においては、63 件の新規登録を行った。 

  埋蔵文化財については、発掘調査を進め、記録保存等を行った。 

 

１ 指定等文化財 

    国指定等及び県指定文化財の状況 

                                   （令和 6.4.1 現在） 

 国指定・国登録文化財 県指定文化財 合 計 

重 要 文 化 財  ２４   －  ２４ 

有 形 文 化 財   －  ６２  ６２ 

無 形 文 化 財   －    １   １ 

重 要 有 形 民 俗 文 化 財   ３   －   ３ 

重 要 無 形 民 俗 文 化 財   ６   －   ６ 

無 形 民 俗 文 化 財   －  ２８  ２８ 

特 別 史 跡   １   －   １ 

特 別 天 然 記 念 物   ４   －   ４ 

史 跡  ２２ １０６ １２８ 

名 勝 及 び 天 然 記 念 物   １   －   １ 

名 勝    ４   ７  １１ 

天 然 記 念 物  ４６   ２２  ６８ 

重要伝統的建造物群保存地区   ３   －   ３ 

重 要 文 化 的 景 観   １   －   １ 

国 登 録 有 形 文 化 財 １０９   － １０９ 

国 登 録 記 念 物    ３   －   ３ 

合 計 ２２７ ２２６ ４５３ 

２ 銃砲刀剣類登録審査 

    銃砲刀剣類「登録証」発行状況等 

（令和 6.4.1 現在） 

年度 新 規 再交付 製作承認 計（件数） 年度 新 規 再交付 製作承認 計（件数） 

 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１

２２ 

 

 

３８０ 

４３３ 

３４７ 

３１２ 

２９５ 

２４４ 

１４６ 

１７８ 

１４７ 

１０３ 

１６７ 

１６０ 

 

 

１６ 

 ７ 

 ７ 

２２ 

１０ 

１４ 

２５ 

１８ 

２１ 

１５ 

２２ 

２７ 

 

 

２６ 

２６ 

２７ 

２８ 

２９ 

２９ 

２９ 

３１ 

２９ 

２８ 

３４ 

４４ 

 

 

４２２ 

４６６ 

３８１ 

３６２ 

３３４ 

２８７ 

２００ 

２２７ 

１９７ 

１４６ 

２２３ 

２３１ 

 

 

２３ 

２４ 

２５ 

２６ 

２７ 

２８ 

２９ 

３０ 

３１ 

Ｒ２ 

Ｒ３ 

Ｒ４ 

Ｒ５ 

 

１１３ 

１１７ 

１１８ 

１４２ 

１３１ 

１２８ 

１０１ 

１０３ 

  ８０ 

  ４８ 

 ６７ 

 ８９ 

  ６３ 

 

２２ 

２６ 

２６ 

１１ 

３１ 

３５ 

２８ 

２５ 

１８ 

１３ 

２４ 

１２ 

２８ 

 

２７ 

 ４ 

３１ 

３１ 

３２ 

２８ 

２６ 

２５ 

３１ 

 ０ 

２７ 

２８ 

  ０ 

 

１６２ 

１４７ 

１７５ 

１８４ 

１９４ 

１９１ 

１５５ 

１５３ 

１２９ 

  ６１ 

１１８ 

１２９ 

 ９１ 

登録件数 刀剣 34,068 件 銃砲 2,166 件 計 36,234 件 
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３ 埋蔵文化財調査 

  令和５年度に県内で実施された本発掘調査は 18 件で、主な調査は下記のとおりである。 

 

 (1) 県主体調査 

      埋蔵文化財緊急発掘調査 

     公共事業等で影響を受ける遺跡を発掘し、記録保存する。 

          令和５年度は２件の本発掘調査を実施した。 

 
  県が実施した本発掘調査 

№ 遺  跡  名 所在地 発掘調査期間 主な時代・遺構等 

１ 
 

田宮遺跡 
 

延岡市 
 

Ｒ5.6.20 
～Ｒ5.11.15  
 

縄文：土器 
弥生～古代：土器、土師器、須恵器 
中世：竪穴建物、掘立柱建物、柵列、陶磁器、

須恵器、滑石製石鍋 
２ 
 

東畦原第１遺跡 
 

新富町 
 

Ｒ5.9.21 
～Ｒ6.3.15 

縄文：土器 
旧石器：ＡＴ下位層最下部～上部の礫群、霧島
小林軽石包含層～その下位層の礫群、石器 

 (2) 市町村主体調査 

      埋蔵文化財緊急発掘調査 

     公共事業や民間開発事業等で影響を受ける遺跡を発掘し、記録保存する。 

         令和５年度は 16 件の本発掘調査を実施した。 
 
  市町村が実施した主な本発掘調査 

№ 遺  跡  名 所在地 発掘調査期間 主な時代・遺構等 

１ 
山崎下ノ原遺跡第２地点 
 

宮崎市 Ｒ5.15 
～Ｒ5.5.29 

弥生：溝状遺構、土器、石器 

 
２ 

竹ノ内遺跡第５地点 
 

宮崎市 
 

Ｒ5.6.26 
～Ｒ5.7.14 

縄文：竪穴建物、小穴、土器、土器片加工品、
石器 

中世：溝、土師器 
 
３ 

佐土原城下遺跡第 12 地点 
 

宮崎市 
 

Ｒ5.7.11 
～Ｒ5.10.31 

中世：陶磁器 
近世：溝状遺構、土坑、柱穴、陶磁器、瓦、か

んざし、鉛玉、鉄滓 
 
４ 

西中遺跡第２地点 
 

宮崎市 
 

Ｒ5.6.12 
～Ｒ5.12.19 

古墳～古代：竪穴建物、溝状遺構、土坑、土師 
器、須恵器 

近世：井戸、溝状遺構、墓壙、土坑、陶磁器、
瓦、石器、軽石製品、鉄器、銅銭 

５ 
 

佐土原城跡第 30 地点 
 

宮崎市 
 

Ｒ5.9.6 
～Ｒ5.11.30 

近世：道路状遺構、土坑、柱穴、不明遺構 
中世・近世：陶磁器、瓦、かんざし等 

６ 
 

平畑遺跡第 1 地点 
(第２次調査) 

宮崎市 
 

Ｒ6.1.26 
～Ｒ6.3.22 

縄文：柱穴、土坑、土器、石器 
古代以降：溝状遺構、柱穴、土師器、須恵器等 

７ 橋上遺跡第７地点 宮崎市 
 

Ｒ6.2.2 
～Ｒ6.3.29 

縄文：集石遺構、土坑、土器、石器 
アカホヤ以降：土坑 

８ 本城原第２遺跡 小林市 Ｒ5.6.1 
～Ｒ6.3.31 

縄文：集石遺構、土坑状遺構、散礫、土器、石 
   器 
古墳：竪穴建物、土師器、須恵器、鉄器 

９ 
 

柊野第１遺跡 
 

えびの市 
 

Ｒ5.4.1 
～Ｒ5.6.30 

古墳：竪穴建物、土坑、土師器、石器、鍛造剥 
片、粒状滓 

10 土取遺跡 
 

えびの市 
 

Ｒ5.8.24 
～Ｒ5.12.26 

旧石器：石器 
縄文：落とし穴、炉跡、土器、石器 

11 島内 179 号地下式横穴墓 えびの市 Ｒ5.6.22 
～Ｒ5.6.30 

古墳：地下式横穴墓、人骨 

12 相原第１遺跡（第２次） 
 
 

都城市 
 

Ｒ5.5.1 
～Ｒ5.8.28 

弥生：竪穴建物、掘立柱建物、土器、石器、土 
製品 

古代：溝状遺構 
13 菅ヶ迫遺跡 

 
 

都城市 Ｒ4.11.11 
～Ｒ5.11.17 

古代：水田跡、土師器、黒色土器、須恵器 
中世：掘立柱建物、土坑、溝状遺構、ピット、

不明遺構（井戸？）、水田跡、土師器、
東播系須恵器、陶磁器、鉄製品、銅銭 

近世以降：溝状遺構、陶磁器、火打石、鉄滓、
ウマの歯等 
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14 八幡遺跡 都城市 Ｒ4.10.25 
～Ｒ5.6.22 

中世：磁器 
近世：道路状遺構、溝状遺構、竪穴状遺構、土 

坑、不明遺構、ピット群、陶磁器、土師 
器、石製品、金属製品、土人形、瓦等 

現代：レンガ造りの不明遺構、陶磁器等 
15 
 

犬王遺跡 
 

都城市 Ｒ5.9.6 
～Ｒ6.3.29 

縄文：竪穴状遺構、土坑、土器、石器 
弥生：竪穴建物、土器、石器 

16 方境遺跡 
 
 

三股町 Ｒ5.6.15 
～Ｒ6.3.29 

弥生～古墳：竪穴状遺構、土器、土師器 
その他の時代・時期不明：土坑、溝状遺構、 

道路状遺構、柱穴群 
 

 
４  文化財の保護・継承と活用の推進 

    文化財の保護・継承に努め、文化財に関する様々な情報を発信し活用を図るとともに、文化財の保護・継承を
担う人材や団体の育成・支援を行った。 

 

  令和５年度に実施した主な事業 

事 業 の 名 称 概         要 

文化財保護審議会 

・文化財の県指定等に関する審議 

・文化財保護審議会委員 15 名 

・文化財保護審議会   ２回 

文化財保護管理指導 

・国、県指定文化財の巡視による指導助言と地域住民への文化財保護意識
の啓発 

・文化財保護指導委員     15 名 

・文化財保護指導委員連絡会議 ２回 

みやざきの民俗芸能保存継承
事業 

・みやざきの神楽魅力発信委員会 ３回 

・神楽の現地調査の実施 合計 16 地区 

・神楽の演目調査の実施 合計２地区 

・神楽映像のホームページでの公開２件 

・神楽概要書の作成２件 

・文化財伝承活動支援事業補助金 

 （民俗芸能保存団体・文化財愛護少年団等への補助） 

・伝統文化体験事業（みやざきの昔話公演、昔のくらし体験） 

神楽でつなぐ次世代育成事業 

・全国神楽継承・振興協議会総会（オンライン） 
・文化庁への要望活動 1 回 
・全国神楽継承・振興協議会会報発行 ２回 
・全国神楽継承・振興協議会ホームページ開設 
・みやざき子ども神楽大会 1 回 
・みやざきの神楽連絡協議会 １回 

九州地区民俗芸能大会派遣 

・令和５年度は福岡県で開催 

  開 催 地：福岡県福岡市 

  出演団体：１団体（延岡市「三川内神楽保存会」） 

アカウミガメ保護啓発 
・実態調査及び保護活動の委託 

・保護啓発ポスターの作成（600 部） 

国・県指定文化財の保存整備及
び維持管理 

・文化財保存整備費補助金等文化財管理団体・所有者への補助 

  史跡、名勝、天然記念物保存整備等・・・15 件（繰越事業を含む） 

    史跡等土地買上・・・１件 

  重要伝統的建造物群保存地区整備・・・３件（繰越事業を含む） 

  国・県指定文化財維持管理・・・99 件（国指定 40 件、県指定 59 件） 

カモシカ調査 

・カモシカの生息状況、生息環境等の調査 

・カモシカ保護指導委員 ３名 

・令和５年度は通常調査を実施 

 関係 15 市町村（高千穂町、日之影町、五ヶ瀬町、延岡市、日向市、美 
郷町、椎葉村、都農町、川南町、木城町、西米良村、西都市、国富町、 
綾町、小林市）を対象に、各地区から選出された 38 名の通常調査員によ
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る生息調査及び聞き取り調査を実施した。 

デジタルミュージアム構築 

・総合博物館、美術館、埋蔵文化財センターの所蔵資料等や県内の文化や
歴史に関わる本県独自の素材を、デジタル画像化・データベース化し、
インターネットを通して、情報提供を行う。（9,163 件） 

 
 
文化財愛護少年団一覧 

（令和 6.4.1 現在） 

地区 市町村 団数 団 体 名 (活動中の団体のみ） 

宮 東 

宮  崎 ２ 船引、しらふじ 

国  富 ３ 本庄小、六日町地蔵様子ども手踊り、川上伊勢音頭踊り 

綾 ２ 神下公民館、宮原公民館 

南那珂 
日  南 ３ 飫肥城下町、北郷中、郷原神社 

串  間 －  

北諸県 
都  城 ２ 富吉小、縄瀬小 

三  股 －  

西諸県 

小  林 ４ 東方中、紙屋小、野尻小、三松中 

えびの －  

高  原 １ 狭野神楽 

児 湯 

西  都 ３ 妻北小、都於郡中、穂北中 

高  鍋 －  

新  富 －  

西米良 ２ 村所小、西米良中 

木  城 －  

川  南 １ 奴踊り保存会 

都  農 １ 都農神楽 

東臼杵 

延 岡 １ 家田 

日 向 ２ 塩見、梶木 

門 川 １ 五十鈴小 

美 郷 －  

諸  塚 －  

椎  葉 １ 大河内小 

西臼杵 

高千穂 １３ 

高千穂小（歴史学習）、高千穂小（神楽）、高千穂小（なぎなた）、 
押方小（棒術）、上野小（柚木野人形浄瑠璃）、上野小（棒術）、 
高千穂中（三田井系神楽）、高千穂中（岩戸系神楽）、 
高千穂中（岩井川系神楽）、高千穂中（田原系神楽）、高千穂中（棒術）、
上野中（神楽）、上野中（上野臼太鼓） 

日之影 ５ 深角団七踊り、大人歌舞伎、大人神楽、追川団七、深角神楽 

五ヶ瀬 １ 坂本小 

 計 48  
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